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一
．
釜
山
広
域
市
廳
（
国
際
協
力
課
）
で
の
聞
き
取
り
調
査

会　

場　

釜
山
広
域
市
廳
一
Ｆ
会
議
室

日　

時　

二
〇
一
四
年
一
月
一
三
日　

午
前
一
〇
時
～
午
後
〇
時

説
明
者　

釜
山
広
域
市
国
際
協
力
課　

權　

大
恩
氏　

通
訳
二
名
（
女
性
）

　
　
　
　

日
本
大
学　

山
田
光
矢
、
佐
渡
友
哲
、
孔　

義
植
、
崔　

永
鎬

（
研
究
員
）

釜
山
広
域
市
の
概
況

釜
山　

韓
国
第
一
の
港
湾
都
市
＝
韓
半
島
の
東
南
に
位
置　

　
　
　

釜
山
港
（
天
恵
の
良
港
）
を
母
体
に
発
達

　
　
　

東
南
の
経
済
圏
の
中
心
地

　
　
　
　

南　

大
韓
海
峡

　
　
　
　

北　

慶
ギ
ョ
ン
 
ナ
ム南

梁ヤ
ン

山サ
ン

市
の
熊ウ

ン

上サ
ン

邑
・
東ト

ン

面
・
勿ム

ル

禁ク
ム

面
、
金ギ

ム

海ヘ

市
、

及
び
金
海
市
大テ

東ド
ン

面

　
　
　
　

東　

蔚ウ
ル

山サ
ン

市
の
西ソ

生セ
ン

面
と
温オ

陽ニ
ャ
ン

面

　
　
　
　

西　

鎮ジ
ン

海ヘ

市
と
金
海
市
長チ

ャ
ン

有ユ

面

位
置　

東
端　

機
張
郡
長
安
邑
孝
岩
里　

東
経
一
二
九
度
一
八
分
一
三
秒

　
　
　

西
端　

江
西
区
天
加
洞
泊
島　
　

東
経
一
二
八
度
四
五
分
五
四
秒

　
　
　

南
端　

沙
下
区
大
洞
南
兄
弟
島　

北
緯
三
四
度
五
二
分
五
〇
秒

　
　
　

北
端　

機
張
郡
長
安
邑
鳴
礼
里　

北
緯
三
五
度
二
三
分
三
六
秒

　
　
　
　
　
　

経
度
上
の
類
似
都
市

四
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国
内　

金ギ
ム

海ヘ

、
馬マ

山サ
ン

、
光

グ
ァ
ン

州ジ
ュ

　
　
　
　
　
　
　

国
外　

東
京
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
、
ア
テ
ネ

面
積　

七
六
六
・
一
二
㎢

人
口　

三
、四
一
四
、九
五
〇
人

　
　
　

男　

一
、六
七
六
、六
八
九
人

　
　
　

女　

一
、七
三
八
、二
六
一
人

「
釜
山
」
の
由
来

一
四
〇
二
年
（
太
宗
二
年
）
一
月
二
八
日　
『
太
宗
実
録
』

　

富
山
…
世
に
現
れ
た
最
初

　
『
慶
尚
道
地
理
志
（
一
四
二
五
年
）』『
世
宗
実
録
地
理
志
（
一
四
五
四

年
）』『
慶
尚
道
續
撰
地
理
志
（
一
四
六
九
年
）』

　
「
東
莱
富
山
浦
」
と
記
述　

こ
の
時
代
の
漢
字
表
記
＝「
富
」。
…「
釜
」

で
は
な
い

一
四
七
〇
年
（
成
宗
一
年
）
一
二
月
一
五
日
付
け
の
『
成
宗
実
録
』

　

釜
山
と
い
う
名
称
を
使
用

一
四
七
一
年　
『
海
東
諸
国
記
』＝「
東
之
富
山
浦
」

　
　
　
　
　
　

同
誌
の
「
三
浦
倭
館
圖
」＝「
東
縣
富
山
浦
」

一
四
七
四
年
四
月　
「
富
山
浦
地
図
」＝
富
山

　

こ
の
時
期　

富
山
と
釜
山
を
混
用
…
そ
の
後
「
釜
山
浦
」

一
四
八
一
年　
『
東
国
輿
地
勝
覽
（
一
四
八
一
年
）』
完
成
＝「
釜
山
」

　

一
五
世
紀
末
期
か
ら
釜
山
が
一
般
化

　
『
東
国
輿
地
勝
覽
』
編
纂
以
前　

富
山
…
そ
れ
以
降
釜
山
に
替
わ
っ
た

市
の
歴
史

任
那
（
伽
耶
）　

→　

新
羅
に
合
併
…
居
漆
山
郡

七
五
七
年　

統
一
新
羅
時
代
＝
東
莱
郡
…
金
海
：
地
域
の
中
心

九
一
八
～
一
三
九
二
年　

高
麗
時
代

　

富
山
浦
（
蔚
州
東
莱
県
に
所
属
す
る
漁
村
）

一
三
六
七
（
太
祖
六
）
年　

富
山
鎮
（
戦
略
的
な
軍
事
要
衝
）
設
置
…
三

港
（
釜
山
浦
、
塩
浦
、
薺
浦
）
存
在

一
三
九
二
年　

李
氏
朝
鮮
（
朝
鮮
王
朝　

一
三
九
三
―
一
九
一
〇
年
）

　

釜
山
地
域
…
東
莱
県
→
東
莱
府
（
東
莱
都
護
府
）
設
置

一
五
世
紀
始　

富
山
浦
＝
日
本
人
居
留
地
「
倭
館
」
設
置
（
浦
所
倭
館
）

一
四
四
三
年　

嘉
吉
条
約
（
発
亥
約
定
）

　

李
氏
朝
鮮
と
の
通
交
条
約
…
歳
遣
船
の
定
数
決
定

一
五
一
〇
年　

三
浦
の
乱

　

朝
鮮
半
島
三
港
の
倭
館
居
留
日
本
人
の
暴
動

　

対
馬
と
の
国
交
断
絶

一
五
一
二
年　

永
正
条
約
締
結

　

国
交
回
復
…
歳
遣
船
定
数
三
〇
隻

一
五
九

－

九
八
年　

壬
辰
倭
乱
（
文
禄
・
慶
長
の
役
）

　

日
本　

一
五
九
八
年
＝
秀
吉
の
死
に
よ
っ
て
撤
兵

四
〇
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一
五
九
九
年　

再
び
東
莱
府
に
昇
格

　

日
本
に
対
す
る
外
交
政
策
遂
行
上
の
重
要
拠
点
的
位
置
の
た
め

一
七
世
紀　

朝
鮮
王
朝
と
江
戸
幕
府
の
交
渉
復
活

　

龍
頭
山
一
帯
に
対
馬
藩
の
草
梁
倭
館
設
置

一
八
七
六
年　

国
際
貿
易
港
と
し
て
開
港

一
八
七
七
年　

日
朝
修
好
条
規
＝
朝
鮮
開
国

　

三
ヶ
所
の
開
港
地
の
一
つ
（
仁
川
・
元
山
）

　

倭
館
：
継
続

一
八
九
五
年　

慶
尚
道
廃
止

　

東
莱
府
（
二
十
三
府
制
）

　

翌
年　

慶
尚
南
道
…
釜
山
に
道
庁
設
置

一
九
一
〇
年
一
〇
月
一
日　

日
本
併
合

　

慶
尚
南
道
東
莱
府　

→　

釜
山
府
に
改
称
（
）

一
九
一
四
年
（
日
本
統
治
時
代
）　

行
政
区
画
整
理
…
釜
山
府
設
置

一
九
四
九
年　

八
月
一
五
日
＝
釜
山
府
は
釜
山
市
と
な
る

一
九
五
〇
年　

朝
鮮
戦
争
勃
発
＝
ソ
ウ
ル
陥
落

　

一
九
五
三
年
ま
で
臨
時
首
都
と
な
る

一
九
五
七
年　

出
張
所
を
区
に
改
名

　

中
区
・
西
区
・
東
区
・
影
島
区
・
釜
山
鎮
区
・
東
莱
区
を
設
置
（
六

区
）

一
九
六
三
年
一
月
一
日

　

釜
山
直
轄
市
に
昇
格

　

朝
鮮
戦
争
後　

金
海
郡
の
一
部
（
現
・
江
西
区
一
帯
）
編
入

一
九
九
五
年
一
月
一
日　

釜
山
直
轄
市
は
釜
山
広
域
市
に
改
称（
一
二
区
）

　

三
月
一
日
（
一
五
区
一
郡
）

釜
山　

イ
メ
ー
ジ
と
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
更
に
高
揚
し
て
世
界
都
市
へ
と
挑
戦

　

二
〇
〇
二
年　

釜
山
ア
ジ
ア
競
技
大
会
開
催　

＋　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

サ
ッ
カ
ー
大
会
開
催

　

二
〇
〇
三
年　

世
界
合
唱
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

　

二
〇
〇
四
年　

Ｉ
Ｔ
Ｕ
総
会
開
催

　

二
〇
〇
五
年　

ア
ジ
ア
太
平
洋
首
脳
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
開
催

　

二
〇
一
一
年　

釜
山
世
界
援
助
開
発
会
議
開
催

そ
の
後
の
行
事　

ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
釜
山
国
際
映
画
祭
、
釜
山
ビ
ィ
エ

ン
ナ
ー
レ
、
釜
山
国
際
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
釜
山
世
界
花
火
祝
祭
等
を
開
催

釜
山
市　

前
途
洋
々
た
る
都
市

　
菉
山
国
家
工
団
、
釜
山
新
港
湾
建
設
と
セ
ン
タ
ム
シ
テ
ィ
開
発

　

釜
山
の
未
来
を
リ
ー
ド
す
る
映
像
、
情
報
、
観
光
な
ど
の
戦
略
産
業
を

育
成
し
世
界
と
交
流
す
る

　

二
一
世
紀
国
際
交
流
拠
点
海
洋
都
市
に
発
展

四
〇
五
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姉妹都市（24都市）

都　　市 国 提携年月日 備　　考

高　雄 台湾 66.6.30 台湾第２の都市であると同時に、最大の
港湾都市

ロサンゼルス アメリカ 67.12.18 北米・太平洋沿岸の最大港湾都市、宇宙
航空の中心地

下　関 日本 76.10.11 水産業が発達した西日本の交通中心都市

バルセロナ スペイン 83.10.25 文化芸術都市であると同時に商工業の中
心都市

リオデジャネイロ ブラジル 85.9.23 世界３大美港の一つ、輸出入高ブラジル
第２の都市

ウラジオストック ロシア連邦 92.6.30 ロシア連邦極東地域最大の港湾都市

上　海 中国 93.8.24 中国第１の港湾都市、商業・金融・貿易
の中心地

スラバヤ インドネシア 94.8.29 ジャワ州の中北東の海岸都市、海洋産
業、貿易等発達

ビクトリア オーストラリア 94.10.17 エネルギー産業が主産業、交通・港湾の
中心地

ティファナ メキシコ 95.1.17 NAFTA 圏メキシコの工業、貿易の中
心都市

ホーチミン ベトナム 95.11.3 ベトナム３大特別市の一つ、最大の港湾
都市

オークランド ニュージーランド 96.4.22 第１の港湾都市、産業・経済の中枢都市
バルパライソ チリ 99.1.27 チリ最大の港湾都市、チリの立法首都

ウエスタン・ケープ州 南ア共和国 00.6.5 港湾都市、ケープタウンが中心の南ア和
国第２の州

モントリオール カナダ 00.9.19 カナダ第２の貿易中心都市、パリに次ぐ
仏語圏最大

イスタンブール トルコ 02.6.04 第一の経済中心都市、EU・東欧への再
輸出の前進基地

ドバイ UAE 06.11.13 中東の港湾・物流・観光の中心都市

福　岡 日本 07.2.2 九州の北東端に位置する西日本の拠点都
市

シカゴ アメリカ 07.5.7 米カ第２の都市で展示・コンベンション
都市

サンクトペテルブルグ ロシア 08.6.11 露第２の都市、港湾・観光都市としては
第１

プノンペン Cambodia 09.6.11 首都・経済、産業、商業、文化、観光、
歴史の中心地

ムンバイ インド共和国 09.11 インド最大の金融 / 産業都市
シーサルオニキ ギリシア 10.03 由緒深い 文化都市

カサブランカ モロッコ 11.4.26 最大都市、重要な港を有するアフリカ６
番目の大都市
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国
際
交
流

姉
妹
都
市
と
の
関
係

下
関
市　

一
九
七
六
年
一
〇
月
一
一
日
に
釜
山
市
で
姉
妹
提
携
書
に
署
名

　

本
州
の
最
西
端

　
　

一
九
七
〇
年
か
ら
釜
関
フ
ェ
リ
ー
運
航

　
　

一
九
九
二
年
か
ら
コ
ン
テ
ナ
船
が
就
航

　

一
九
九
二
年
四
月
二
八
日　

公
務
員
相
互
派
遣
協
定

　
　

釜
山
市
は
毎
年
、
日
本
側
は
二
年
毎
に
各
一
名
ず
つ
派
遣

　

観
光
展
、
国
際
会
議
の
共
同
参
加
、
職
員
研
修
団
の
訪
問
等
を
毎
年
実
施

　

二
〇
〇
六
年
八
月　

姉
妹
提
携
三
〇
周
年
記
念
行
事
を
下
関
で
開
催

福
岡
市　

一
九
八
九
年
一
〇
月
二
四
日
に
福
岡
市
で
行
政
協
定
都
市
交
流

の
た
め
の
協
定
書
に
署
名

　
　
　
　

二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
＝
釜
山
市
で
姉
妹
提
携
を
締
結

　

日
本
の
西
南
部
（
九
州
北
部
）

　
　

行
政
、
情
報
、
経
済
、
教
育
の
中
枢
都
市

　
　

九
州
最
大
の
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
都
市

　

福
岡
市
は
韓
半
島
と
中
国
大
陸
に
一
番
近
い

　
　

昔
か
ら
大
陸
文
化
の
受
け
入
れ
の
窓
口

　

一
九
九
〇
年
九
月
二
七
日　

公
務
員
相
互
派
遣
協
定

　
　

釜
山
市
は
毎
年
、
福
岡
側
は
二
年
毎
に
各
一
名
ず
つ
派
遣

四
〇
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友好協力都市（６都市）
友好協力都市の現況

都　市 国 提携年月日 備　　考

深　圳 中国 07.5.17 中国南東部に位置した中国最初の経済特区

天　津 中国 07.7.23 中国４大直轄市の一つ、北方地方最大の商
業貿易中心地

重　慶 中国 10.12.02
世界で最大の面積、人口を抱えた都市（韓
国より若干小さい）中国西部大開発の中心
地

大　阪 日本 08.5.21 日本第２の都市であり、関西の中枢都市ま
た、世界主要都市・サミット議長都市

バンコク タイ 11.7.11 タイの首都であり、政治、経済、文化、交
通の中心地

北　京 中国 13.8.14 中国の首都、政治、文化、国際交流の中心
地
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中
国　

上
海
や
寧
波　

⇒

　

採
算
性
：
上
海
の
ほ
う
が
安
い

　

→　

北
極
航
路
は
釜
山
が
近
い

国
際
交
流　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
（
釜
山
市
民
＋
在
釜
外
国
人
）

を
結
成

釜
山
国
際
交
流
財
団　

姉
妹
都
市
委
員
会
＝
名
誉
領
事
三
〇
名
を
任
命　

日
本
人
は
い
な
い

　

事
務
局
が
な
い
…
市
職
員
も
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
協
力
し
て
い
る

釜
山
広
域
市
の
今
後
：
釜
山
経
済
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
の
十
大
ビ

ジ
ョ
ン

〇
一　

北
東
亜
の
ハ
ブ
港
湾
に
育
成
：
釜
山
港
＝
高
付
加
価
値
物
動
量
創

出
型
先
進
港
湾
へ
と
躍
進

釜
山
港　

開
港
以
来
最
大
事
業
の
新
港
建
設

　
　
　
　

世
界
的
に
競
争
力
を
備
え
た
北
東
亜
の
中
心
港
湾
に
躍
進

　

北
東
亜
地
域　

世
界
物
流
の
中
心
地
に
浮
上

　
　
　
　
　
　
　

隣
接
国
家
間
の
ハ
ブ
港
湾
育
成
競
争
が
熾
烈

　

二
〇
一
一
年
ま
で　

二
二
船
席
の
埠
頭
施
設
の
完
成

　

二
〇
一
五
年
ま
で　

三
〇
船
席
規
模
の
埠
頭
施
設
の
完
成

加
徳
島
沿
岸
（
江
西
）
等
コ
ン
テ
ナ
ー
埠
頭

　

三
〇
船
席
＋
港
湾
背
後
道
路
、
鉄
道
等
の
背
後
交
通
網
建
設

　

連
関
産
業　

背
後
物
流
団
地
（
六
八
八
万
㎡
、
背
後
鉄
道
網
及
び
港
湾

日
韓
関
係

政
府
レ
ベ
ル
＝
若
干
問
題
が
あ
る

　
　

⇔　

民
間
及
び
地
域
交
流
は
進
ん
で
い
る

釜
山　

日
本
と
最
も
近
い
都
市
＝
交
流
は
必
然

　
　
　

九
州
と
の
交
流
は
活
発

国
際
交
流
の
基
本
的
な
方
向　

グ
ロ
ー
バ
ル　

　

今
年　

Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
？
）　

二
〇
一
四
・
四　

中
西
部

　

日
本
：
長
崎
県　

ア
メ
リ
カ
：
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

近
距
離　

福
岡
市　

超
広
域
経
済
圏

　
　
　
　

日
本　

人
的
交
流
が
中
心

　
　
　
　

中
国　

青
島
他

　
　
　
　

東
南
ア
ジ
ア　

開
発
途
上
国

　
　
　
　
　

開
発
援
助
・
医
療
・
教
育
・
市
政
・
文
化
交
流

　
　
　
　
　

医
療　

医
師
が
現
地
で
診
療
＝
医
師
団
派
遣

　
　
　
　
　

教
育　

教
育
団
派
遣

釜
山　

民
間
交
流
＝
活
発
化　

Ｂ
ｕ
ｔ 

小
規
模
：
姉
妹
（
友
好
）
都
市

中
心

韓
国　

国
際
交
流
予
算
＝
議
会
は
協
力
的

　

→　

Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
Ａ　

韓
国
外
交
部
の
下
部
機
関
は
大
規
模
な
活
動

釜
山　

コ
ン
テ
ナ
取
り
扱
い
＝
世
界
第
五
位　

ア
ジ
ア

　
⇔　

北
米　

積
み
替
え



政
経
研
究
所
共
同
研
究
資
料

背
後
道
路
［
二
箇
所
］）
開
設

〇
二　

国
際
産
業
物
流
都
市
造
成
：
洛
東
江
下
流
の
江
西
地
域
＝
未
来
型

先
端
産
業
都
市
（
釜
山
経
済
中
興
の
革
新
拠
点
）
に
変
貌

江
西
地
域　

釜
山
新
港
と
国
際
空
港
、
東
南
経
済
圏
の
地
理
的
中
心

　
　
　
　
　

釜
山
新
港
（
世
界
有
数
の
港
湾
の
背
後
）
圏
域

　
　
　
　
　

環
黄
海
、
大
韓
海
峡
圏
を
結
ぶ
超
広
域
経
済
圏
形
成
の
戦
略

的
要
衝
地

国
際
複
合
物
流
団
地

　

先
端
産
業
団
地
及
び
天
恵
の
自
然
環
境
…
名
品
ビ
ジ
ネ
ス
都
市
造
成

　

釜
山
経
済
の
新
た
な
る
成
長
動
力
拠
点
浮
上
計
画

洛
東
江
下
流
の
江
西
地
域
一
円
（
約
三
三
㎢
）

　

広
域
産
業
団
地　

東
南
圏
戦
略
産
業
融
複
合 

海
洋
複
合
産
業
等

　

複
合
物
流
団
地　

組
立
加
工 

部
品
素
材 

供
給
基
地
等

　

知
識
創
造
都
市　

国
際
業
務
、
Ｒ
＆
Ｄ
、
教
育
、
住
居
な
ど

〇
三　

釜
山
港
（
北
港
）
再
開
発
：
釜
山
港
（
一
三
〇
余
年
の
歴
史
）
の

変
貌

北
港
港
湾
機
能
の
釜
山
新
港
へ
の
移
行

釜
山
北
港　

開
港
以
来
韓
国
国
際
交
易
の
前
哨
基
地

　
　
　
　
　

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
関
門
へ

第
一
段
階　

先
端
ビ
ジ
ネ
ス
、
海
洋
文
化
観
光
、
市
民
の
休
息
機
能
を
備

え
持
つ
国
際
的
な
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
空
間
の
造
成

　

釜
山
駅
鉄
道
敷
地
の
追
加
確
保　

北
港
と
連
携
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
都
心
の
画
期
的
な
転
機

　

釜
山
港
一
般
埠
頭
（
沿
岸
埠
頭
～
第
四
埠
頭　

一
五
三
万
㎡
）

　
　

導
入
施
設　

海
洋
親
水
施
設
、
港
湾
施
設
、
商
業
・
業
務
施
設
等
の

複
合
機
能

　
　

連
関
事
業　

釜
山
駅
Ｋ
Ｔ
Ｘ
施
設
の
地
下
化
（
操
車
施
設
、
一
般
列

車　

釜
田
駅
移
転
を
含
む
）

〇
四　

映
画
・
映
像
タ
ウ
ン
造
成
：
国
際
的
競
争
力
の
あ
る
映
画
・
映
像

産
業
を
集
中
的
に
育
成

釜
山　

ア
ジ
ア
最
高
の
映
画
祭
に
成
長
し
た
釜
山
国
際
映
画
祭
開
催
都
市

　
　
　
　

→　

ア
ジ
ア
に
お
け
る
映
画
・
映
像
の
メ
ッ
カ
に
育
て
る

　
　
　

映
像
関
連
施
設
物
建
立

　
　
　
　

映
画
の
殿
堂
、
釜
山
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
、
釜
山
映
画
撮
影
ス
タ

ジ
オ
、
釜
山
映
像
後
方
作
業
施
設
、
釜
山
映
画
体
験
博
物
館
等

　
　
　

映
画
関
公
共
機
関
移
転

　
　
　
　

映
画
振
興
委
員
会
、
像
物
等
級
委
員
会
、
ゲ
ー
ム
物
管
理
委
員

会
な
ど

四
〇
九



〇
五　

釜
山
金
融
中
心
市
建
設
：
特
化
金
融
機
能
を
持
つ
金
融
ク
ラ
ス

タ
ー
形
成

特
化
金
融
機
能
：
港
湾
物
流
、
船
舶
、
水
産
等
に
差
別
化
し
た
も
の

釜
山　
「
金
融
中
心
市
」
指
定
（
二
〇
〇
九
・
一
〇
）

　
　
　

金
融
ハ
ブ
の
役
割
付
与

　
　
　

東
北
亜
海
洋
首
都
＝
国
際
金
融
・
ビ
ジ
ネ
ス
機
能
の
一
層
の
強
化

釜
山
金
融
中
心
地
造
成

　

国
際
金
融
中
心
店
釜
山
の
新
た
な
る
成
長
を
象
徴
す
る
事
業

釜
山
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー

　

釜
山
の
主
要
金
融
機
関
・
釜
山
に
移
る
金
融
関
連
公
共
機
関
の
移
転

　

ホ
テ
ル
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
の
付
帯
施
設
の
移
転

釜
山
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
（
Ｂ
Ｉ
Ｆ
Ｃ
）
造
成
、
派
生
商
品
（
Ｒ
＆
Ｄ
）

セ
ン
タ
ー
設
立
、
炭
素
排
出
権
取
引
所
・
商
品
取
引
所
誘
致
、
韓
国
船
舶

金
融
公
社
設
立
、
主
要
金
融
機
関
・
船
舶
金
融
部
署
誘
致
等
の
推
進

〇
六　

東
釜
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ク
ラ
ス
タ
ー
造
成
：
海
雲
台
・
機

張
地
域
の
優
れ
た
自
然
景
観
活
用

東
釜
山　

世
界
水
準
観
光
資
源
開
発
＋
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
拡
充

　
　
　
　
　

ア
ジ
ア
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ハ
ブ

東
釜
山
観
光
団
地　

機
張
機
域

　

世
界
的
水
準
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
四
季
観
光
休
養
施
設
な
ど
を
造
成

海
雲
台
海
水
浴
場　

国
内
屈
指
の
観
光
地
（
観
光
特
区
）

　

超
大
型
複
合
観
光
リ
ゾ
ー
ト
造
成

海
雲
台
セ
カ
ン
ド
べ
ク
ス
コ
（
Ｂ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
）
建
設

　

展
示
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
事
業
の
飛
躍
が
目
的

　

展
示
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
事
業
：
釜
山
の
未
来
成
長
事
業

　

Ｂ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
＝
釜
山
（Busan

）
広
域
市
海
雲
台
区
展
示
（Exhibition

）

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（Convention

）
セ
ン
タ
ー

　

東
釜
山
観
光
団
地
（
三
六
六
万
㎡
）

　
　

テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
運
動
休
養
施
設
、
ホ
テ
ル
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
な
ど

　

海
雲
台
観
光
リ
ゾ
ー
ト

　
　

規
模
八
四
階
（
洞
）、
一
〇
一
階
（
洞
）＝
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
コ
ン

ド
ミ
ニ
ア
ム
等

　

Ｂ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
施
設
拡
充

　
　

展
示
場
（
二
万
㎡
）、
オ
ー
デ
ト
リ
ア
ム
（
四
千
席
）、
駐
車
場
な
ど

　

原
子
力
医
学
院

　
　

三
〇
四
病
床
、
放
射
線
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
放
射
線
非
常
診
療
セ

ン
タ
ー
な
ど

〇
七　
「
釜
山
市
民
公
園
」
造
成
：
駐
韓
米
軍
基
地
（
五
三
万
㎡
：
ハ
ヤ

リ
ヤ
敷
地
）

軍
部
隊
の
施
設　

釜
山
鎮
区
楊
亭
蓮
池
・
凡
田
洞
一
円
の
キ
ャ
ン
プ　

ハ

四
一
〇



政
経
研
究
所
共
同
研
究
資
料

ヤ
リ
ヤ
敷
地
五
三
万
㎡

　

人
間
と
自
然
が
相
生
す
る
生
命
の
空
間
（「
釜
山
市
民
公
園
」　

自
然
と

文
化
、
美
麗
が
一
団
）
に
変
貌

秀
麗
な
平
地
公
園

　

釜
山
の
発
展
と
希
望
を
象
徴

　

市
民
の
自
負
心
と
暮
ら
し
の
質
を
向
上

　

釜
山
の
躍
動
性
を
生
か
し
た
五
つ
の
波
浪
模
様
型
テ
ー
マ
林
道
と
広
闊

な
芝
生
、
清
冽
に
流
れ
る
河
川
、
各
種
公
演
と
家
族
連
れ
が
施
設
と
相

俟
っ
た
綺
麗
な
都
市
公
園
を
造
成

　

主
要
事
業　

記
憶
、
文
化
、
喜
び
、
自
然
、
参
与
等
の
五
大
林
道
造
成

　

関
連
事
業　

公
園
周
辺
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
造
成

〇
八　

東
南
圏
広
域
交
通
網
整
備
：
釜
山
の
位
相
と
役
割
が
広
大

釜
山
の
拡
大　

東
南
圏
広
域
交
通
網
拡
充

　
　
　
　
　
　

釜
山
・
蔚
山
・
慶
南
の
一
つ
の
生
活
圏
化

大
釜
山
圏
外
郭
循
環
高
速
道
路
（
他
の
広
域
道
路
）・
東
海
南
部
線
複
線

電
鉄
化
・
釜
山
～
海
軽
電
鉄
建
設
等

　

⇒

　

釜
山
を
中
心
に
す
る
広
域
交
通
網
の
完
成

東
南
圏
八
〇
〇
万
住
民

　

更
な
る
緊
密
な
連
係
交
通
環
境
内
で
一
つ
の
広
域
経
済
圏
を
形
成

　

多
様
な
広
域
交
通
手
段
を
拡
張
（
鉄
道
、
道
路
、
都
市
鉄
道
等
）
と
物

流
費
用
の
減
少

　

交
通
便
宜
拡
張
・
釜
山
（
東
南
広
域
経
済
圏
の
中
軸
管
理
都
市
）
の
機

能
と
競
争
力
の
一
層
の
向
上

　
　

広
域
高
速
道
路
（
三
） 

釜
山
外
郭
循
環
道
路
、
釜
山-

蔚
山
高
速 

道
路
、
南
海
高
速
道
路

　
　

広　
域　
道　
路
（
五
） 

華
明-

梁
山
、
萇
山-

駕
洛
、
華
明-

草
亭
、

金
海
府
院-

駕
洛
、
巨
加
大
橋

　
　

広　
域　
鉄　
道
（
三
） 

東
海
南
部
線
、
釜
山-

金
海
軽
電
鉄
、
慶
全

線　

直
・
複
線
事
業

〇
九　

金
海
空
港
加
徳
移
転
：
二
四
時
間
空
港
の
建
設

東
南
圏
の
大
き
な
メ
ガ
シ
テ
ィ
ー
リ
ジ
ョ
ン
へ
の
発
展

　

国
際
ハ
ブ
空
港
が
必
要

現
在
の
金
海
空
港　

安
全
性
と
騒
音
問
題
＝
二
四
時
間
運
航
不
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　

国
際
ハ
ブ
空
港
の
機
能
遂
行
不
可
能

加
徳
島
移
転

　

港
湾
、
鉄
道
、
航
空
を
連
係
す
る
複
合
物
流
ハ
ブ
構
築
が
必
要

　

人
間
・
資
本
が
集
中
す
る
名
実
相
伴
う
ア
ジ
ア
の
関
門
都
市
へ
の
発
展

が
不
可
欠

一
、五
〇
〇
万
南
部
圏
住
民　

現
在
＝
首
都
圏
空
港
…
不
便
の
解
消

年
間
五
、〇
〇
〇
億
ウ
ォ
ン
の
経
済
的
損
失
と
莫
大
な
物
流
費
用
減
少

四
一
一



外
国
人
観
光
客
と
外
国
人
投
資
増
加

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
増
加
＝
釜
山
の
世
界
化

　

韓
国
の
国
家
競
争
力
一
層
強
化

釜
山
江
西
区
加
徳
沿
岸　

滑
走
路
一
本
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど

一
〇　

夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
：
釜
山
の
国
際
ブ
ラ
ン
ド
向
上
＋
世
界

一
流
都
市
跳
躍
の
画
期
的
転
換
点

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

世
界
の
耳
目
を
集
め
る
地
球
村
最
大
の
祝
祭
＝
世
界
の

都
市
が
挙
っ
て
誘
致
を
希
望

釜
山　

二
〇
〇
二
年
の
ア
ジ
ア
大
会
を
成
功
さ
せ
た

　
　
　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
、
第
六
回
Ｉ
Ｏ
Ｃ
世
界
体
育
文
フ
ォ
ー
ラ
ム

等
、
豊
富
な
国
際
行
事
を
経
験

　
　
　

行
事
の
運
営
能
力
、
競
技
施
設
等
を
活
用
で
き
る

　
　
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
た
能
力
と
条
件
を
十
分
に
兼
ね
備
え

た
都
市

　
　
　

市
民
の
熱
望
と
意
志
を
一
つ
に
集
中
：
政
府
に
早
期
承
認
を
促
す

　
　
　

世
界
社
会
体
育
大
会
等
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
交
流

　
　
　
　

釜
山
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
に
対
す
る
国
際
的
支
持
基
盤
を
着

実
に
構
築
す
る

 

作
成　

山
田
光
矢

二
．
釜
山
港
灣
公
社
（B

usan P
ort A

uthority

）
で
の

　
　
聞
き
取
り
調
査
報
告
書

釜
山
港
灣
公
社
広
報
館　

広
報
担
当
者

参
加
者　

山
田
光
矢
、
佐
渡
友
哲
、
孔　

義
植
、
崔　

永
鎬

釜
山
港
灣
公
社
（
Ｂ
Ｐ
Ａ
）

二
〇
〇
四
年
一
月
に
韓
国
初
の
港
湾
公
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト

　

釜
山
広
域
市
江
西
区
加
徳
島
北
岸
、
鎭
海
市
龍
院
洞
及
び
安
骨
洞
、
熊

東
湾

世
界
第
五
位
の
コ
ン
テ
ナ
港
湾

　
　
　

北
東
ア
ジ
ア
最
大
の
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
港
…
世
界
の
主
要
幹
線
航
路

と
結
束

　　

　

年
間
一
七
〇
〇
万
ｔ
以
上
の
貨
物
取
扱
量
を
誇
る
ス
ー
パ
ー
ハ
ブ

港
湾

　
　
　

世
界
約
一
〇
〇
カ
国
五
〇
〇
の
港
湾
と
交
流

中
国
、
日
本
、
ロ
シ
ア
を
結
ぶ
各
種
フ
ィ
ー
ダ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

　

よ
り
多
く
の
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
貨
物
の
誘
致

四
一
二



政
経
研
究
所
共
同
研
究
資
料

　

ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
貨
物
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
施
行

通
関
・
検
疫
の
迅
速
な
検
査
シ
ス
テ
ム
の
構
築

未
来
型
先
端U

-Port

シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

釜
山
港
の
国
際
競
争
力
の
一
層
の
強
化
を
は
か
る

「
釜
山
港
第
二
の
開
港
」

　
　

新
港
開
発
事
業
と
新
港
背
後
物
流
団
地
建
設
を
推
進

開
発
方
向

二
一
世
紀
に
備
え
た
北
東
ア
ジ
ア
国
際
物
流
中
心
港
湾
の
開
発

　

国
際
コ
ン
テ
ナ
主
航
路
上
の
中
心
港
（H

ub-Port

）
と
し
て
の
地
位

の
確
保

　

北
東
ア
ジ
ア
経
済
圏
の
関
門
港
と
し
て
国
際
積
換
港
と
し
て
の
機
能
向

上

　

釜
山
港
の
慢
性
的
な
貨
物
滞
留
解
消
に
よ
る
国
家
競
争
力
向
上

　

港
湾
と
都
市
機
能
が
調
和
さ
れ
た
総
合
物
流

事
業
期
間　

一
九
九
五
～
二
〇
一
一
年
（
一
六
年
）

　

総
事
業
費　

九
兆
一
、五
四
二
億
ウ
ォ
ン
（
政
府
・
四
兆
一
、七
三
九
億

ウ
ォ
ン
、
民
間
資
本
・
四
兆
九
、八
〇
三
億
ウ
ォ
ン
）

　

事
業
内
容
（
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
三
〇
船
席
、
港
湾
及
び
背
後
敷
地
三
二
四

万
坪
）

事
業
内
容

政
府
施
行
分

　

防
波
堤
・
一
、四
九
〇
ｍ

　

多
目
的
埠
頭
・
一
船
席
〇
・
四
㎞

　

投
棄
場
護
岸　

二
〇
八
㎞

　

コ
ン
テ
ナ
埠
頭　

三
・
六
㎞
（
一
一
船
席
）

民
間
資
本
施
行
分

　

コ
ン
テ
ナ
埠
頭　

六
・
〇
五
㎞
（
一
八
船
席
）

　

港
湾
敷
地　

一
、〇
七
一
万
㎡
（
三
二
四
万
坪
）

　

埠
頭
用
地　

六
〇
七
万
㎡
（
二
〇
四
万
坪
）

　

港
湾
関
連
敷
地　

三
九
七
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
二
〇
万
坪
）

事
業
概
要

事
業
目
標

　

海
陸
交
通
の
要
衝
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
国
際
海
洋
観
光
拠
点

の
育
成

　

環
境
に
優
し
い
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
開
発
を
通
じ
た
市
民
へ
の
水

辺
空
間
の
提
供

事
業
期
間　

二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
二
〇
年

総
事
業
費　

約
八
兆
五
、一
九
〇
億
ウ
ォ
ン

　
　
　
　
　
　

敷
地
造
成　

二
兆
三
九
〇
億
ウ
ォ
ン

　
　
　
　
　
　

上
部
施
設　

六
兆
四
、八
〇
〇
億
ウ
ォ
ン四

一
三



四
一
四

コンテナ埠頭

鳥瞰図

北港再開発事業



政
経
研
究
所
共
同
研
究
資
料

四
一
五

　
　
　

施
設
利
用
段
階（
商
業
・
観
光
部
門
従
事
者
）　

約
三
万
八
千
人

南
港　

国
最
大
の
漁
業
前
進
基
地
…
水
産
物
流
通
の
重
要
な
役
割

　

釜
山
共
同
市
場　

全
国
の
水
産
物
セ
リ
市
場
の
一
日
の
取
扱
量
の
三

〇
％
（
一
日
約
八
〇
〇
ｔ
）
を
水
揚

　

チ
ャ
ガ
ル
チ
市
場
（
水
産
物
卸
売
り
市
場
）、
水
産
物
冷
凍
及
び
加
工

業
者
な
ど
が
集
中

多
大
浦
港　

釜
山
港
の
西
側

　

現
在　

主
に
沿
岸
漁
獲
物
を
扱
う

　

将
来　

釜
山
港
の
施
設
不
足
を
解
消
＝
海
洋
環
境
の
保
全
に
向
け
た
環

境
に
優
し
い
港
湾
開
発
を
計
画

　
　

規
模　

岸
壁
九
バ
ー
ス
、
防
波
堤
一
・
二
㎞
、
護
岸
五
九
三
ｍ

　
　

事
業
費　

五
、二
五
四
億
ウ
ォ
ン

甘
皮
港　

水
産
物
、
沿
岸
貨
物
な
ど
、
産
業
貨
物
専
用
埠
頭
処
理
機
能
が

複
合
さ
れ
た
多
目
的
港
湾
開
発

　
　

⇒

　

遠
洋
漁
業
基
地
及
び
中
小
造
船
団
地
と
し
て
開
発
す
る
計
画

 

作
成　

山
田
光
矢

事
業
範
囲　

北
港
一
～
四
埠
頭
、
沿
岸
及
び
国
際
旅
客
埠
頭
（
一
、五
一

一
千
hr
）

導
入
機
能
及
び
対
象
地
の
規
模

　

基
本
コ
ン
セ
プ
ト

　
　

市
民
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
美
し
い
水
辺
空
間
の
提
供

　
　
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
式
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
及
び
歩
行
デ
ッ
キ
を
導
入
）

　
　

複
合
機
能
を
備
え
た
国
際
海
洋
観
光
拠
点
の
開
発

　

導
入
機
能

　
　

商
業
・
業
務
地
区
、
複
合
都
心
地
区
、
港
湾
施
設
地
区
、
複
合
港
湾

地
区
、
Ｉ
Ｔ
・
映
像
・
展
示
地
区
、
海
洋
文
化
地
区

　
　

＊
海
洋
公
園
、
市
民
の
水
辺
空
間
な
ど
の
公
共
施
設
面
積
を
全
事
業

面
積
の
約
七
七
％
確
保
し
て
事
業
の
公
共
性
を
最
大
限
図
る

土
地
利
用
計
画　

再
開
発
事
業
の
規
模
：
約
一
五
一
万
㎡
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

導
入
施
設
：
約
三
二
万
㎡
（
二
三
％
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
共
施
設
：
約
一
一
六
万
㎡
（
七
七
％
）

経
済
的
波
及
効
果

　

一
．
約
三
一
兆
五
千
億
ウ
ォ
ン
の
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果

　
　
　

敷
地
造
成
段
階　

約
四
兆
五
千
億
ウ
ォ
ン

　
　
　

建
築
工
事
段
階　

約
二
七
兆
ウ
ォ
ン

　

二
．
約
一
二
万
人
の
雇
用
創
出

　
　
　
　

事
業
施
行
段
階（
敷
地
造
成
及
び
建
築
工
事
）　

約
八
万
三
千
人



四
一
六

面
積　

対
馬
島
＝
七
〇
八
・
六
六
㎢
（
日
本
で
三
番
目
に
大
き
な
島
）
属

島
を
含
む
と
七
〇
九
・
〇
一
㎢

　
　
　

佐
渡
島
（
八
五
四
㎢
）・
奄
美
大
島
（
七
一
二
㎢
）
に
次
ぐ

　
　
　
　

東
京
二
三
区
（
六
二
一
㎢
）
よ
り
大
き
い
。

人
口　

三
三
、五
〇
五
人

　
　
　

男　

一
六
、三
三
四
人

　
　
　

女　

一
七
、一
七
一
人

　
　
　

世
帯
数　

一
八
、二
八
五
世
帯
（
二
〇
一
四
．
一
．
現
在
）

産
業
別
人
口
（
平
成
二
二
年
）

　

第
一
次
産
業　

三
、三
五
七
人
（
二
一
・
六
五
％
）

　
　

農　

業　

五
八
五
人
（
三
・
七
七
％
）…
米
＝
自
給
率
向
上
可
能

　
　

林　

業　

一
七
三
人
（
一
・
一
二
％
）…
韓
国
輸
出
の
可
能
性
有

　
　

水
産
業　

二
、五
五
九
人
（
一
六
・
七
六
％
）

　

第
二
次
産
業　

一
、九
一
〇
人
（
一
二
・
三
二
％
）

　
　

鉱　

業　

九
人
（
〇
・
〇
一
％
）

　
　

建
設
業　

一
、三
九
一
人
（
八
・
九
七
％
）

　
　

製
造
業　

五
一
〇
人
（
三
・
二
九
％
）

　

第
三
次
産
業　

一
〇
、二
二
三
人
（
六
五
・
九
二
％
）

　
　

卸
売
・
小
売
業　

二
、二
二
九
人
（
一
四
・
三
七
％
）

三
．
対
馬
市
役
所
で
の
聞
き
取
り
調
査
報
告
書

会　

場　

対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
三
Ｆ
会
議
室

日　

時　

二
〇
一
四
年
一
月
一
四
日　

午
後
二
時
～
午
後
四
時

参
加
者　

対
馬
市
観
光
物
産
推
進
本
部　

阿
比
留
正
臣
係
長

　
　
　
　

山
田
光
矢
、
佐
渡
友
哲
、
孔　

義
植
、
崔　

ヨ
ン
ホ
（
研
究

員
）

対
馬
市
の
概
況

位
置　

東
経
一
二
九
度
三
〇
分　

↕　

東
経
一
二
九
度
一
〇
分

　
　
　

北
緯
三
四
度
四
二
分
（
大
阪
と
同
）　

↕　

北
緯
三
四
度
五
分

（
和
歌
山
と
同
）

　
　
　

九
州
最
北
端
：
日
本
海
の
西
側
＝
南
北
八
二
㎞
、
東
西
一
八
㎞

　
　
　

博
多 

↑ 

一
四
七
㎞ 

↓ 

島
の
最
北
端

　
　
　

釜
山 

↑ 

四
九
・
五
㎞ 

↓ 

島
の
最
北
端

　
　
　

博
多 

↑ 

一
三
八
㎞ 

↓ 

厳
原
港

構
成　

対
馬
島
（
上
島
・
下
島
）、
泊
島
、
赤
島
、
沖
の
島
、
島
山
島
、

黒
島
、
三
ッ
島
、
海
栗
島
他
約
一
〇
〇

　
　
　

有
人
島
：
対
馬
島
・
海
栗
島
・
泊
島
・
赤
島
・
沖
の
島
・
島
山
島



■産業別人口

政
経
研
究
所
共
同
研
究
資
料

四
一
七

　
　

サ
ー
ビ
ス
業　

四
、八
〇
一
人
（
三
〇
・
九
六
％
）

　
　

公　

務　

一
、七
二
九
人
（
一
一
・
一
五
％
）

　
　

そ
の
他　

七
〇
二
人
（
四
・
五
三
％
）

　

分
類
不
能
の
産
業　

一
七
人
（
〇
・
〇
一
％
）

■
産
業
別
人
口

分類別事業所数・従業者数

分類 事業所数 従業員数
（人） 分類 事業所数 従業員数

（人）
農林・漁業 37 574 金融・保険業 31 245

建設業 316 2,303 飲食店、宿泊業 290 1,066
製造業 127 821 不動産業 111 135
運輸業 53 630 その他（サービス業） 631 2,816

卸売・小売業 778 3,204 （平成16年事業所・企業統計調査）

分類別事業所数 分類別従業者数



四
一
八

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年　

対
馬
支
庁
設
置

　

対
馬
島
庁
と
各
郡
の
役
所
を
廃
止

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
四
月
一
日　

鶏
知
村
竹
敷
村
を
編
入

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
一
〇
月
一
七
日

　

鶏
知
村
が
町
制
施
行
…
鶏
知
町
と
な
る

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
一
二
月
一
日

　

豊
崎
村
町
制
施
行
…
豊
崎
町
と
な
る
。

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年　

対
馬
開
発
五
ヵ
年
計
画
決
定

　

転
県
運
動
中
止
…
対
馬
開
発
計
画
実
現
の
た
め

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年　

町
村
合
併

　

一
三
町
村
が
九
町
村
に
…
上
対
馬
・
美
津
島
・
豊
玉
・
上
県
で
の
合
併

　
　

一
月
一
日
：
豊
崎
町
・
琴
村
合
併
…
上か

み

対つ
し
ま馬

町
発
足

　
　

三
月
一
日
：
鶏
知
町
・
船
越
村
合
併
…
美み

津つ

島し
ま

町
発
足

　
　

三
月
二
〇
日
：
仁
位
村
・
奴
加
岳
村
合
併
…
豊と

よ

玉た
ま

村
発
足

　
　

四
月
一
五
日
：
仁
田
村
・
佐
須
奈
村
合
併
…
上か

み

県あ
が
た

町
発
足

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
年
）
九
月
三
〇
日

　

厳
原
町
・
久
田
村
・
豆
酘
村
・
佐
須
村
合
併
…
厳
原
町
発
足

一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
年
）
四
月
一
日

　

豊
玉
村
町
制
施
行
…
豊
玉
町
と
な
る
。

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
）
四
月
一
日

　

峰
村
町
制
施
行
…
峰
町
と
な
る
。

行
政
史

一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
六
月
一
九
日　

版
籍
奉
還

　

宗
義
達
（
最
後
の
藩
主
）［
二
〇
七
一
年
ま
で
藩
知
事
］
が
実
施
…
府

中
を
厳
原
と
改
称　

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年　

廃
藩
置
県

　

八
月
七
日　

厳
原
藩
を
厳
原
県
と
改
称

　

九
月
四
日　

伊
万
里
県
に
合
併

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年

　

五
月
二
九
日　

伊
万
里
県
は
佐
賀
県
と
改
称

　

八
月
一
七
日　

旧
厳
原
県
を
長
崎
県
移
管

一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年　

町
村
数
＝
上
県
郡
四
五
村
、
下
県
郡
一
〇

町
六
四
村

一
八
八
六
（
明
治
二
八
）
年　

対
馬
島
庁
設
置
＝
厳
原
支
庁
を
対
馬
島
庁

と
改
称

一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
四
月
一
日　

島
嶼
町
村
制
施
行

　

現
在
の
対
馬
市
に
あ
た
る
各
村
発
足

　
　

下
県
郡　

厳い
づ

原は
ら

村
・
久く

田た

村
・
豆つ

酘つ

村
・
佐さ

須す

村
・
鶏け

知ち

村
・
竹た

け

敷し
き

村
・
船ふ

な

越こ
し

村
・
仁に

位い

村
・
奴ぬ

加か

岳だ
け

村

　
　

上
県
郡　

峰み
ね

村
・
仁に

田た

村
・
佐さ

須す

奈な

村
・
豊と

よ

崎さ
き

村
・
琴き

ん

村

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
四
月
一
日

　

厳
原
村
が
町
制
施
行
…
厳
原
町
と
な
る



政
経
研
究
所
共
同
研
究
資
料

四
一
九

　
　
　
　
　
　

一
一
月
『
友
好
協
力
了
解
書
』
を
交
換

　
　
　
　
　
　

蔚
山　

室
町
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
「
李
藝
」
の
出
身
地

二
〇
一
二
年
七
月　

中
国
上
海
市
宗
明
県
と
「
友
好
関
係
覚
え
書
き
」
を

締
結
…
交
流
事
業
実
施

　

上
海
市
宗
明
県　

人
口
約
七
〇
万
人
＝
中
国
で
三
番
目
に
大
き
な
島

　
　

尖
閣
諸
島
問
題
に
よ
る
日
中
関
係
の
冷
え
込
み

　
　

交
流
事
業
休
止
状
態

　
　
　

中
国
政
府
の
命
令
？

二
〇
一
三
年　

韓
国
と
の
間
で
仏
像
盗
難
問
題
発
生

　
　
　
　
　
　

い
ま
だ
返
還
さ
れ
ず

　

韓
国　

廃
仏
毀
釈
を
実
施　

→　

一
部
の
仏
像
が
日
本
に
流
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
買
取
等
の
正
当
な
取
引
）

対
馬
釜
山
事
務
所

二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
四
月

　

旧
六
町　

財
団
法
人
対
馬
国
際
交
流
協
会
設
立

　
　
　
　
　

対
馬
釜
山
事
務
所
開
設

　
　

所
長　

観
光
物
産
推
進
本
部
副
本
部
長
が
兼
務

　
　
　
　
　

現
地
職
員
二
名
（
韓
国
人
）
を
雇
用

　

平
成
二
四
年
度
問
い
合
わ
せ
件
数
等

 

※
（　

）
は
、
平
成
二
三
年
度
実
績

二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
年
）
三
月
一
日

　

対
馬
市
誕
生
…
六
町
合
併

　
　

厳
原
・
美
津
島
・
豊
玉
・
峰
・
上
県
・
上
対
馬

国
際
交
流

国
際
交
流
事
業
の
体
制

観
光
物
産
推
進
本
部

…

国
際
交
流
員
３
名

┌
―
―

―
―

―
―

―
―
―
┼

―
―
―

―
―
―

―
―

―
―

┐

対
馬
国
際
交
流
協
会

朝
鮮
通
信
使
行
列
振
興
会

朝
鮮
通
信
使
縁
地
連
絡
協
議
会

|

対
馬
釜
山
事
務
所

国
際
交
流
史

一
九
七
七
年　

グ
ア
ム
と
姉
妹
島
結
縁

一
九
八
六
年　

六
町
が
釜
山
広
域
市
影
島
区
と
姉
妹
縁
組
締
結

　
　
　
　
　
　
　

→　

二
〇
〇
七
年
対
馬
市
と
し
て
再
締
結

　
　
　
　
　
　

一
九
九
五
年
か
ら
「
行
政
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

二
〇
〇
三
年　

対
馬
釜
山
事
務
所
開
設
（
国
際
交
流
協
会
）

　
　
　
　
　
　

し
ま
交
流
人
口
拡
大
特
区
認
定

二
〇
〇
五
年　

蔚
山
広
域
市
蔚
州
郡
と
『
文
化
交
流
協
力
に
関
す
る
意
向

書
』
を
締
結
（
二
月
）



四
二
〇

一
九
七
八
年　

フ
ェ
リ
ー
あ
が
た
就
航
＝
比
田
勝
～
小
倉
航
路

　
　
　
　
　
　

一
九
九
八
年　

比
田
勝
～
博
多
航
路
に
変
更

一
九
八
九
年　

対
馬
国
際
ラ
イ
ン
「
あ
お
し
お
号
」
就
航

　
　
　
　
　
　

比
田
勝
港
～
韓
国
釜
山
港
…
不
定
期
航
路

一
九
九
一
年　
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」（
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
・
水
中
翼
高
速

船
）
就
航
＝
対
馬
～
博
多
航
路

一
九
九
九
年　

シ
ー
フ
ラ
ワ
ー
就
航
＝
厳
原
～
釜
山
（
大
亜
高
速
海
運
：

韓
国
資
本
）…
不
定
期

二
〇
〇
一
年　

シ
ー
フ
ラ
ワ
ー
＝
比
田
勝
～
釜
山
間
定
期
就
航

　
　
　
　
　
　

現
在
は
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ラ
ワ
ー
号

二
〇
〇
二
年　

対
馬
大
亜
ホ
テ
ル
開
業
（
韓
国
資
本
の
ホ
テ
ル
＝
厳
原
に

二
軒
）

二
〇
〇
九
年　

Ｋ
Ｅ
Ａ
（K

orea Express A
ir

）＝
大
邱
～
対
馬
（
プ

ロ
グ
ラ
ム
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運
行
開
始
…
七
月
）

　
　
　
　
　
　

一
〇
月
九
日
か
ら
＝
ソ
ウ
ル
金
浦
空
港
～
対
馬
間
も
就
航

二
〇
一
一
年　

Ｊ
Ｒ
九
州
＝
ビ
ー
ト
ル
（
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル:

比
田
勝

～
釜
山　

博
多
～
釜
山
：
臨
時
に
対
馬
寄
港
）
就
航

　
　
　
　
　
　

未
来
高
速
船
株
式
会
社
（
韓
国
資
本
）＝
コ
ピ
ー
（
ジ
ェ
ッ

ト
フ
ォ
イ
ル
）
就
航
…
厳
原
～
釜
山

二
〇
一
二
年　

二
月
四
日
＝
対
馬
発
ソ
ウ
ル
便
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ャ
ー

タ
ー
（
土
曜
出
国
・
日
曜
帰
国
）
開
始

　
　

問
い
合
わ
せ
件
数　

七
、四
六
七
（
四
、九
〇
九
）
件

　
　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
数　

三
九
、〇
〇
六
（
二
一
、六
八
四
）
部

　
　

Ｈ
Ｐ
ア
ク
セ
ス
数　

四
八
、三
八
四
（
三
二
、七
〇
二
）
件

影
島
区
と
の
交
流

　「
行
政
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
…
毎
年
交
互
に
訪
問
し
実
施

二
〇
一
〇
年　

対
馬
＝
テ
ー
マ
「
環
境
施
策
」

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　

影
島
区
一
六
名
、
対
馬
市
一
八
名

二
〇
一
〇
年　

対
馬
＝
テ
ー
マ
「
水
産
業
施
策
」

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　

影
島
区
一
八
名
、
対
馬
市
一
四
名

二
〇
一
〇
年　

対
馬
＝
テ
ー
マ
「
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
」

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　

影
島
区
一
七
名
、
対
馬
市
一
五
名

二
〇
一
〇
年　

対
馬
＝
テ
ー
マ
「
開
発
計
画
等
」

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　

影
島
区
一
二
名
、
対
馬
市
一
九
名

観
　
光

交
通
網
の
拡
充

一
九
七
二
年　

フ
ェ
リ
ー
つ
し
ま
就
航
＝
厳
原
～
博
多
航
路
開
設

一
九
七
五
年　

対
馬
空
港
開
港
＝
対
馬
～
博
多

　
　
　
　
　
　

七
六
年　

対
馬
～
長
崎

　
　
　
　
　
　

八
三
年　

ジ
ェ
ッ
ト
機
就
航



政
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究
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四
二
一

　
　
　

対
馬
市　

対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
日
本
各
地
の
物
産
を
販
売

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
関
連　

施
設
整
備
や
地
図
等
の
作
成

韓
国
人
入
国
者
数
の
推
移

　

Ｈ
二
〇　

六
五
、四
九
〇
人

　

Ｈ
二
一　

四
五
、二
六
六
人

　

Ｈ
二
二　

六
〇
、二
七
八
人

　

Ｈ
二
三　

四
七
、六
九
六
人

　

Ｈ
二
四　

一
五
〇
、八
三
六
人

　

Ｈ
二
五　

一
三
八
、二
八
六
人

 

Ｈ
二
五
年
九
月
末
現
在

観
光
客
の
動
向

日
本
人
観
光
客　

一
時
歴
女
が
急
増
＝
辻
原
登
『
韃
靼
の
馬
』
が
き
っ
か

け
…
現
在
は
激
減

　
　
　
　
　
　
　

日
本
人
の
離
島
観
光
を
促
進
す
る
対
策
が
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　

長
崎
県
：「
し
ま
共
通
地
域
通
貨
」（
愛
称
「
し
ま
と

く
通
貨
」）
発
行

　

対
馬
市　

韃
靼
の
馬
の
ド
ラ
マ
化
や
演
劇
化
を
企
画
（
辻
原
氏
も
承
諾
）

　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
興
味
を
示
す
が
竹
島
問
題
に
よ
り
中
断

　
　
　
　
　

長
崎
大
学
に
脚
本
作
成
と
演
劇
化
を
要
請
…
進
展
せ
ず

　
（
聞
き
取
り
調
査
の
中
で
日
本
大
学
で
の
実
現
可
能
性
を
打
診
さ
れ
る
）

韓
国
人
観
光
客　

年
々
増

　

こ
こ
数
年
急
増
…
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
客
と
釣
り
客
が
中
心

　
　

一
番
近
い
外
国

　

対
馬
市
の
経
済　

韓
国
か
ら
の
観
光
客
に
依
存
し
て
い
る
部
分
が
高
い

　
　

マ
ナ
ー
の
問
題
に
よ
る
対
立
が
発
生
…
徐
々
に
改
善
が
進
ん
で
い
る

　
　
　

漁
業
権
違
反
へ
の
警
告　

港
等
に
掲
示

　
　
　

飲
食
店
等　

入
店
お
断
り
の
張
り
紙

　

一
部
の
観
光
客　

釜
山
港
の
免
税
店
で
買
い
物

　
　

対
馬
に
短
時
間
上
陸　

→　

帰
国
後
受
取

　
　
　

免
税
で
の
ブ
ラ
ン
ド
品
の
購
入
等
で
対
馬
観
光
を
利
用



四
二
二

韓
国
人
観
光
客
の
経
済
効
果
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
長
崎
県
統
計
課
分
析

資
料
抜
粋
…
Ｈ
一
九
）

　

Ｈ
一
九　

韓
国
人
観
光
客
数　

六
五
、四
九
〇
人

　
　
　

島
内
消
費
額　

二
、一
六
四
、七
〇
四
千
円

　
　
　
　

主
な
消
費
額

　
　
　
　
　

交
通
費　

一
六
九
、九
三
八
千
円

　
　
　
　
　

宿
泊
費　

四
九
四
、九
三
五
千
円

　
　
　
　
　

飲
食
・
娯
楽
費　

六
八
一
、二
〇
六
千
円

　
　
　
　
　

土
産
品
代　

八
一
八
、六
二
五
千
円

　
　
　
　
　

県
内
の
生
産
誘
発
額　

二
、八
九
四
、四
四
三
千
円

　
　
　
　
　

就
業
誘
発
数　

三
四
二
人
（
う
ち
雇
用
誘
発
数
…
二
六
六
人
）

　

Ｈ
二
四　

韓
国
人
観
光
客
数　

一
五
〇
、八
三
六
人
（
日
帰
り
割
合
三

二
％
）

　
　
　

島
内
消
費
額　

約
三
、三
三
一
、〇
〇
〇
千
円

　
　
　
　

主
な
消
費
額

　
　
　
　
　

交
通
費　

二
三
〇
、〇
〇
〇
千
円

　
　
　
　
　

宿
泊
費　

三
九
〇
、〇
〇
〇
千
円

　
　
　
　
　

飲
食
・
娯
楽
費　

五
九
六
、〇
〇
〇
千
円

　
　
　
　
　

土
産
品
代　

二
、一
一
五
、〇
〇
〇
千
円

　
　
　
　
　

県
内
の
生
産
誘
発
額　

約
三
、九
八
一
、〇
〇
〇
千
円

韓国人観光客数の推移



政
経
研
究
所
共
同
研
究
資
料

四
二
三

　
　
　
　
　
　

Ｈ
二
四　

二
九
、〇
〇
〇
人
（
う
ち
韓
国
人　

未
集
計
）

　
　
　
　
　
　

Ｈ
二
五　

三
〇
、〇
〇
〇
人
（
う
ち
韓
国
人　

未
集
計
）

ち
ん
ぐ
音
楽
祭　

旧
美
津
島
町
が
平
成
八
年
か
ら
始
め
る

　

毎
年
八
月
最
終
日
曜
日

　

日
本
と
韓
国
の
有
名
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
合
同
音
楽
祭

　
　

ち
ん
ぐ　

対
馬
地
方
の
方
言
・
韓
国
語

　
　
　
　
　
　

大
変
仲
の
良
い
友
達
（
親
友
）
の
意

　

二
〇
一
三
年　

仏
像
盗
難
問
題
発
生
…
一
一
月
一
七
日
に
開
催

　
　

観
客
数　

Ｈ
二
一　

一
、〇
〇
〇
人
（
う
ち
韓
国
人
五
〇
人
）

　
　
　
　
　
　

Ｈ
二
二　

一
、〇
〇
〇
人
（
う
ち
韓
国
人
四
〇
人
）

　
　
　
　
　
　

Ｈ
二
三　

一
、二
〇
〇
人
（
う
ち
韓
国
人
五
〇
人
）

　
　
　
　
　
　

Ｈ
二
四　

八
〇
〇
人
（
う
ち
韓
国
人
六
〇
人
）

　
　
　
　
　
　

Ｈ
二
五　

一
一
／
一
七
開
催

国
境
マ
ラ
ソ
ン
Ｉ
Ｎ
対
馬　

旧
上
対
馬
町
が
始
め
る

　

日
韓
約
一
、〇
〇
〇
人
（
韓
国
か
ら
約
二
五
〇
人
）
参
加

　

二
〇
〇
一
年　

韓
国
「
慶
州
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
」
と
姉
妹
縁
組
締
結

　
　

種
目　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
一
〇
㎞
、
五
・
五
㎞
、
三
㎞
、
二
㎞
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
六
㎞
）

　
　

参
加
者
数　

Ｈ
二
一　

一
、一
六
五
人
（
う
ち
韓
国
人
一
二
八
人
）

　
　
　
　
　

就
業
誘
発
数　

五
二
五
人
（
う
ち
雇
用
誘
発
数
…
三
九
三
＋

人
）

韓
国
と
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

対
馬　

←　

四
九
・
五
㎞　

→　

韓
国
…
日
本
と
大
陸
交
流
の
窓
口

厳
原
港
祭
り
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭
…
対
馬
最
大
の
夏
祭
り

　

一
九
六
四
年
の
対
馬
厳
原
港
ま
つ
り
が
原
型

　

一
九
八
八
年　
「
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭
」
追
加

　
　
　
　
　
　
　
　

朝
鮮
通
信
使
行
列
再
現
…
四
〇
〇
人
規
模

　

一
九
九
一
年　

平
成
通
信
使
交
流
＝
影
島
区
と
の
友
好
交
流
事
業
実
施

　

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
八
月

　
　

釜
山
文
化
財
団
、
厳
原
港
ま
つ
り
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭
振
興
会
、
朝
鮮

通
信
使
行
列
振
興
会
の
三
者
で
「
友
好
交
流
協
約
書
」
締
結

　
　

韓
国
の
「
朝
鮮
通
信
使
祝
祭
」
と
対
馬
の
「
厳
原
港
ま
つ
り
対
馬
ア

リ
ラ
ン
祭
」
相
互
発
展
の
た
め

　
　

舟
グ
ロ
ー
大
会
、
演
芸
の
夕
べ
、
花
火
大
会
な
ど
も
開
催

　
　

二
〇
一
三
年　

仏
像
盗
難
問
題
発
生　

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
削
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
列
再
現
中
止

　
　

観
客
数　

Ｈ
二
一　

三
二
、〇
〇
〇
人
（
う
ち
韓
国
人
一
、九
〇
〇
人
）

　
　
　
　
　
　

Ｈ
二
二　

三
五
、〇
〇
〇
人
（
う
ち
韓
国
人
二
、〇
〇
〇
人
）

　
　
　
　
　
　

Ｈ
二
三　

三
一
、〇
〇
〇
人
（
う
ち
韓
国
人　

未
集
計
）



四
二
四

韓
国
と
の
経
済
交
流

木
材
、
水
産
資
源
、
水
等
の
輸
出
に
可
能
性
が
あ
る

韓
国
人　

富
裕
層
＝
戸
建
を
望
む
…
日
本
式
家
屋
希
望
者
も
多
い

　

二
〇
一
四
年　

ソ
ウ
ル
・
板パ

ン

橋ギ
ョ

地
区
に
木
材
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
建
設
を
計
画

　

木
材
ハ
ウ
ス
の
需
要
が
増
加
す
れ
ば
対
馬
の
木
材
輸
出
の
販
路
が
拓
け
る

　

対
馬
の
林
業
と
関
連
産
業
の
発
展
が
見
込
め
る

朝
鮮
通
信
使
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
計
画

朝
鮮
通
信
使
の
歴
史
を
通
じ
た
国
際
交
流

一
九
九
五
年　

朝
鮮
通
信
使
縁
地
連
絡
協
議
会
（
縁
地
連
）
結
成

　

目
的　

日
韓
親
善
友
好
の
歴
史
的
資
産
で
あ
る
「
朝
鮮
通
信
使
」
を
支

え
た
“
誠
信
の
交
隣
”
を
基
本
姿
勢
に
し
て
、
二
一
世
紀
の

“
ア
ジ
ア
太
平
洋
時
代
”
と
り
わ
け
“
日
韓
新
時
代
”
の
重
要

性
を
見
据
え
、
朝
鮮
通
信
使
に
関
わ
り
の
あ
る
縁
地
で
結
成
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
地
に
残
る
歴
史
史
料
等
に
つ
い
て
研
究

を
重
ね
る
と
と
も
に
、
各
地
域
の
振
興
を
は
か
り
な
が
ら
広
域

縁
地
間
の
連
携
を
強
め
る
と
と
も
に
“
ア
ジ
ア
の
共
生
”
の
理

念
か
ら
韓
国
内
縁
地
と
の
交
流
を
促
進
し
、
ひ
い
て
は
日
韓
の

友
好
親
善
に
寄
与
す
る
こ
と

　

参
加
団
体　

自
治
体
＝
一
七　

民
間
団
体
＝
三
七　

個
人
＝
一
二
人

　
　

対
馬
市
（
長
崎
県
）、
壱
岐
市
（
長
崎
県
）、
新
宮
町
（
福
岡
県
糟
屋

　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
二
二　

一
、一
八
〇
人
（
う
ち
韓
国
人
一
二
二
人
）

　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
二
三　

一
、一
〇
八
人
（
う
ち
韓
国
人
八
二
人
）

　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
二
四　

一
、三
一
一
人
（
う
ち
韓
国
人
一
七
三
人
）

　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
二
五　

一
、三
八
八
人
（
う
ち
韓
国
人
二
五
五
人
）

日
本
歌
謡
大
会

　

対
馬
市
・
在
韓
日
本
総
領
事
館
・
釜
山
韓
国
文
化
交
流
協
会
共
催

　

一
九
九
八
年　

韓
国
政
府
＝
日
本
大
衆
文
化
開
放

　
　

日
本
歌
謡
を
通
じ
た
日
韓
相
互
交
流

　

二
〇
〇
四
年　

日
本
の
歌
を
日
本
語
で
歌
う
第
一
回
「
日
本
歌
謡
大
会
」

　
　

釜
山
市
で
開
催
…
以
後
毎
年
開
催

　
　

銀
賞
授
賞
者
は
、
対
馬
ち
ん
ぐ
・
音
楽
祭
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演

　
　

日
本
文
化
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
韓
国
人
の
若
者
を
対
象

　
　

過
去
の
（
予
選
）
参
加
者
（
チ
ー
ム
）
数

　
　
　

①
二
〇
〇
四
年　

四
四
組　
　
　

②
二
〇
〇
五
年　

四
二
組

　
　
　

③
二
〇
〇
六
年　

六
二
組　
　
　

④
二
〇
〇
七
年　

八
〇
組

　
　
　

⑤
二
〇
〇
八
年　

七
二
組　
　
　

⑥
二
〇
〇
九
年　

一
三
六
組

　
　
　

⑦
二
〇
一
〇
年　

一
一
〇
組　
　

⑧
二
〇
一
一
年　

五
〇
組

　
　
　

⑨
二
〇
一
二
年　

四
五
組　
　
　

⑩
二
〇
一
三
年　

六
六
組



政
経
研
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共
同
研
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資
料

四
二
五

二
〇
一
二
年　

朝
鮮
通
信
使
を
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
す
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る

　
　

朝
鮮
通
信
使
を
日
韓
共
同
で
世
界
ユ
ネ
ス
コ
登
録
へ

　
　

な
ぜ
日
韓
共
同
で
ユ
ネ
ス
コ
登
録
に
取
り
組
む
の
か
？

　
　
　

朝
鮮
通
信
使
は
日
韓
・
東
ア
ジ
ア
・
世
界
平
和
を
志
向
し
た
平
和

遺
産
で
あ
る
か
ら

　
　

二
〇
一
五
年
は
日
韓
国
交
正
常
化
五
〇
周
年

　
　
　

友
好
関
係
修
復
の
象
徴
と
な
る
た
め

　
　

日
本
政
府
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

　
　
　

取
り
ま
と
め　

関
係
団
体
＝
一
都
二
府
一
二
県

　
　
　
　

政
府
に
よ
る
取
り
ま
と
め
が
不
可
欠

　
　
　

政
府
主
導
に
よ
る
体
制
固
め

　
　
　
　

日
韓
共
同
登
録
の
意
義
を
理
解
し
、
政
府
が
登
録
に
必
要
な
体

制
の
構
築
を
も
と
め
る

　
　

こ
れ
ま
で
の
活
動

　
　
　

二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
〇
月
一
日

　
　
　
　

朝
鮮
通
信
使
特
別
講
演
会
～
ユ
ネ
ス
コ
登
録
へ
の
道
～
開
催

（
対
馬
）

　
　
　

二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
〇
月
一
九
日

　
　
　
　

釜
山
市
で
世
界
記
憶
遺
産
登
録
の
た
め
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催

郡
）、
下
関
市
（
山
口
県
）、
上
関
町
（
山
口
県
）、
呉
市
（
広
島
県
）、

福
山
市
（
広
島
県
）、
瀬
戸
内
市
（
岡
山
県
）、
た
つ
の
市
（
兵
庫

県
）、
神
戸
市
兵
庫
区
（
兵
庫
県
）、
京
都
市
（
京
都
府
）、
長
浜
市

（
滋
賀
県
）、
近
江
八
幡
市
（
滋
賀
県
）、
彦
根
市
（
滋
賀
県
）、
大
垣

市
（
岐
阜
県
）、
静
岡
市
（
静
岡
県
）、
日
光
市
（
栃
木
県
）

　

活
動
・
業
務　

毎
年
、
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち
全
国
交
流
会
を
開

催
（
本
年
は
第
二
一
回
）

　
　
　
　
　
　
　

各
縁
地
に
お
け
る
朝
鮮
通
信
使
関
連
の
お
祭
り
等
に
参

加
・
支
援

　
　
　
　
　
　
　

朝
鮮
通
信
使
を
記
憶
遺
産
に
登
録
す
る
た
め
の
活
動

（
平
成
二
四
年
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　

機
関
誌
の
発
行

　
　
　
　
　
　
　

釜
山
文
化
財
団
と
の
連
絡
交
流

　
　
　
　
　
　
　

国
会
議
員
連
盟
で
あ
る
朝
鮮
通
信
使
交
流
議
員
の
会
と

の
連
携

二
〇
〇
三
年　

韓
国
の
「
朝
鮮
通
信
使
文
化
事
業
推
進
委
員
会
」
と
「
共

同
推
進
協
定
書
」
締
結

二
〇
〇
七
年　

朝
鮮
通
信
使
四
〇
〇
周
年
＝
各
地
で
記
念
事
業
開
催

二
〇
一
一
年　

最
後
の
通
信
使
（
対
馬
聘
礼
）
二
〇
〇
周
年
＝
対
馬
で
全

国
交
流
会
開
催

　
　
　
　
　
　
「
釜
山
文
化
財
団
」
と
「
共
同
推
進
協
定
書
」
を
再
締
結



四
二
六

　
　
　

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
九
月
五
日

　
　
　
　

長
崎
県
の
行
っ
た
世
界
記
憶
遺
産
登
録
の
視
察
内
容
の
説
明

　
　
　
　

宮
城
県
の
慶
長
遣
欧
使
節
団
と
田
川
市
の
福
岡
県
・
山
本
作
兵

衛
の
世
界
記
憶
遺
産
登
録
を
確
認

　
　
　

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
文
科
省
及
び
朝
鮮
通
信
使
交
流
議
員
の

会
訪
問

　
　
　

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
一
〇
月
一
八
日

　
　
　
　

長
崎
県
庁
に
て
長
崎
県
と
協
議

　
　
　
　

松
原
理
事
長
、
中
尾
研
究
会
会
長
、
阿
比
留
事
務
局
長

　
　
　

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
一
一
月
三
〇
日

　
　
　
　

日
韓
議
連
合
同
総
会
＝
共
同
声
明
文
採
択

　
　
　
　
「
両
国
議
員
連
盟
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
世
界
遺
産
登
録
お
よ
び

日
韓
交
流
の
共
同
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
実
現
に
向
け
て
協
働
す
る
」

今
後
の
活
動
予
定

　

世
界
記
憶
遺
産
登
録
推
進
部
会
（
仮
称
）
の
設
立
及
び
開
催

　

世
界
記
憶
遺
産
構
成
検
討
学
術
委
員
会
（
仮
称
）
の
設
立
及
び
開
催

　

文
化
資
料
調
査
及
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
力
作
業

　

文
化
庁
へ
の
訪
問
と
協
議

　

朝
鮮
通
信
使
交
流
議
員
の
会
へ
の
陳
情
活
動

　

日
韓
合
同
遺
産
構
成
リ
ス
ト
検
討
会
議
の
開
催

　

日
韓
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　
　
　

二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
一
月
二
一
日

　
　
　
　

縁
地
連
臨
時
総
会
（
京
都
）

　
　
　
　

世
界
記
憶
遺
産
登
録
推
進
を
確
認

　
　
　

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
一
月
八
日

　
　
　
　

釜
山
文
化
財
団
と
の
協
議
（
釜
山　

南
松
祐
代
表
理
事
、
車
載

根
室
長
）

　
　
　

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
一
月
二
二
日

　
　
　
　

朝
鮮
通
信
使
交
流
議
員
の
会
（
河
村
会
長
、
谷
川
幹
事
長
）
へ

陳
情

　
　
　

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
一
月
二
三
日

　
　
　
　

国
立
国
会
図
書
館
・
韓
国
文
化
院

　
　
　
　

使
行
録
・
筆
談
唱
和
集
で
の
登
録
断
念
を
確
認

　
　
　
　

文
科
省
訪
問
＝
記
憶
遺
産
に
つ
い
て
の
詳
細
説
明
を
受
け
る

　
　
　

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
二
月
二
四
日

　
　
　
　

広
島
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
福
山
市
、
主
催　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ひ
ろ
し
ま
）

　
　
　

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
三
月
二
一
日

　
　
　
　

文
科
省
訪
問
協
議
（
仏
像
問
題
と
の
関
係
）

　
　
　

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
六
月
一
二
日

　
　
　
　

文
科
省
訪
問
（
縁
地
連
・
長
崎
県
）

　
　
　
　

長
崎
県
か
ら
世
界
記
憶
遺
産
登
録
に
関
す
る
政
府
施
策
要
望
書

を
提
出
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四
二
七

　
　

李　

敏
貞
（
イ　

ミ
ョ
ン
ジ
ョ
ン
：
ソ
ウ
ル
出
身
）（
観
光
物
産
推

進
本
部
）

　
　

朴　

瑂
慧
（
パ
ク　

ミ
ヘ
：
京
畿
道
水
原
市
出
身
）（
上
対
馬
観
光

物
産
事
務
所
）

　

中
国
人
一
名

　
　

羅　

斉
慧
（
ロ
ー　

チ
ー
フ
ェ
イ
：
安
徽
省
出
身
）（
観
光
物
産
推

進
本
部
）

　

主
な
任
務　

文
書
等
の
翻
訳
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
通
訳
業
務
、
市
民
対
象

の
語
学
講
座
の
開
催

官
・
産
・
学
の
国
際
交
流
協
定

二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
七
月　

国
際
交
流
協
定
締
結

　

旧
上
県
町
、
㈱
大
亞
高
速
海
運
、
釜
山
外
国
語
大
学

　

目
的　

三
者
に
よ
る
国
際
交
流
の
活
性
化
を
図
り
国
際
化
・
地
方
化
時

代
に
添
い
地
域
社
会
の
相
互
発
展
に
寄
与
す
る

二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年　

対
馬
市
と
し
て
再
締
結

釜
山
外
国
語
大
学
校
学
生　

毎
年
、
海
岸
漂
着
ご
み
清
掃
を
実
施

県
立
対
馬
高
等
学
校
の
国
際
文
化
交
流
コ
ー
ス

二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年　
「
国
際
交
流
コ
ー
ス
」
開
設

　

韓
国
語
や
韓
国
の
歴
史
を
学
ぶ

二
〇
一
五
年　

日
韓
国
交
回
復
五
〇
周
年

国
際
交
流
員　

国
際
交
流
事
業
全
般
で
活
躍
中

一
九
九
一
年　

美
津
島
町
等
＝
交
流
員
の
招
聘
事
業
ス
タ
ー
ト

一
九
九
六
年　

自
治
体
国
際
化
協
会
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
）＝
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る
招
聘
開
始

　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（「
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
」

T
he Japan Exchange and T

eaching Program

）

　
　

外
国
語
教
育
の
充
実
や
地
域
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
世
界
各
国
の
外
国
青
年
を
各
地
域
に
招
致
す
る
、

世
界
最
大
級
の
国
際
交
流
事
業

　
　
　

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ　

総
務
省
、
外
務
省
、
文
部
科
学
省
と
連
携
し
Ｊ
Ｅ

Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進

　
　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
参
加
者　

全
国
各
地
の
学
校
で
の
外
国
語
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
国
際
交
流
活
動
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
住
民
と
様
々
な
形
で
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
〇
年
度　

三
六
カ
国
か
ら
四
、〇
〇
〇
名

超
が
参
加
（
こ
れ
ま
で
の
参
加
者　

五
六
カ
国
五

四
、〇
〇
〇
人
超
）

現
在
の
交
流
員

　

韓
国
人
二
名



四
二
八

　
　

対
馬
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

⇔　

巨
済
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

長
崎
県
の
離
島
政
策

「
し
ま
共
通
地
域
通
貨
」（
愛
称
「
し
ま
と
く
通
貨
」）
発
行

　

長
崎
県
の
離
島
行
政
の
一
つ

　
　

平
二
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
七
年
度
ま
で
の
三
年
間

　
　

発
行
額　

毎
年
度
三
六
億
円
…
合
計
一
〇
八
億
円

一
．
し
ま
と
く
通
貨

　

長
崎
県
内
の
五
島
、
壱
岐
、
対
馬
、
小
値
賀
、
宇
久
の
各
し
ま
（
島
）

に
お
い
て
、
共
通
し
て
使
用
で
き
る
「
二
〇
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
」

二
．
し
ま
と
く
通
貨
の
発
行
目
的
（
最
大
の
目
的
）

　

全
国
か
ら
の
観
光
客
を
五
島
、
壱
岐
、
対
馬
、
小
値
賀
、
宇
久
の
各
し

ま
に
誘
致
す
る
こ
と

　

し
ま
の
地
域
経
済
の
活
性
化
や
交
流
人
口
の
増
加
が
目
的

　

し
ま
の
人
口
減
少
へ
の
歯
止
策
の
一
つ

三
．
し
ま
と
く
通
貨
の
発
行
形
態

　

千
円
券
六
枚
を
一
セ
ッ
ト
と
し
て
六
、〇
〇
〇
円
相
当
分
を
五
、〇
〇
〇

円
で
販
売

　

一
回
の
渡
航
に
つ
き
一
人
六
セ
ッ
ト
（
三
万
円
）
ま
で

　
　

有
効
期
限　

六
カ
月
以
内

二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年　

第
一
期
生
卒
業

　

五
人
が
釜
山
の
釜
慶
大
学
校
（
三
名
）、
東
亞
大
学
校
（
一
名
）、
釜
山

大
学
校
（
一
名
）
へ
進
学

二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年　

釜
山
情
報
観
光
高
等
学
校
と
姉
妹
校
縁
組

姉
妹
校
縁
組

学
校
訪
問
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
じ
て
相
互
の
文
化
や
慣
習
を
学
ん

で
い
る

　

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
一
一
月
一
日

　
　

鶏
知
中
学
校　

⇔　

新シ
ン

仙ソ
ン

中
学
校
（
釜
山
広
域
市
影
島
区
）

　

二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
七
月
二
七
日

　
　

今
里
中
学
校　

⇔　

只チ

沙サ

中
学
校
（
任
寶
郡
只
沙
面
）

　

二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
三
月
二
七
日

　
　

浅
海
中
学
校　

⇔　

熊ウ
ン

村チ
ョ
ン

中
学
校
（
蔚
山
広
域
市
）

民
間
団
体
の
姉
妹
縁
組
締
結

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
二
月
二
一
日

　
　

対
馬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

⇔　

釜
山
東
洋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
一
一
月
一
七
日

　
　

つ
し
ま
ハ
ム
ク
ラ
ブ　

⇔　

釜
山
ハ
ム
ク
ラ
ブ

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
一
一
月
二
六
日



政
経
研
究
所
共
同
研
究
資
料

四
二
九

四
．
し
ま
と
く
通
貨
の
発
行
団
体

　

し
ま
共
通
地
域
通
貨
発
行
委
員
会
（
事
務
局
：
長
崎
県
離
島
振
興
協
議

会
内
）

 

作
成　

山
田
光
矢


